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教育推進会議

未来を担う子どもたちを、

健やかにはぐくむために。

地域の子供の教育は地域で考えませんか！

次代を担う子供たちの教育を支えませんか！

プログラムの背景

子どもを取り巻く環境が大きく変化する中で家庭や地域の教育

力が低下しています。学校、家庭及び地域住民がそれぞれの役

割と責任を自覚しつつ、地域全体で教育を支える仕組みを構築

する必要があります。

 

 

・教育推進会議を検討される方、また詳細についてお問い合わせは下記担当者までお願いします。  

担当：公益社団法人　日本青年会議所　徳溢れる心醸成会議　　副議長　島川　雅之 

Email：sima1259@yahoo.co.jp　携帯：090-7352-4493 

手法

本会議を希望されるブロック協議会もしくは、ＬＯＭの担当者

と協議し、都道府県並びに市町村の教育関係団体を調査しブ

ロック・ＬＯＭに対し関係構築の支援を行い、今回の目的をよ

り強固にするために文部科学省の後援のもと、熟議という手

法を用い、地域の実情に応じ地域とＪＣが自主的に行う学校・

家庭・地域の連携協力のための様々な取組（コミュニティー

スクール等）を支援し、公教育の向上にむけて問題解決に向

ける会議を開催いたします。

目的

第1ラウンド 第 2ラウンド

公教育向上の実現です。そのためにも学校・先生、地域や教育

委員会、ＪＣ（地域の大人・親）、ＰＴＡなどがそれぞれの立場だ

けで考えるのではなくともにつながり、情報を共有していくこ

とで、地域に開かれた学校をつくっていくことが必要です。だ

からこそ、このような熟議の手法（運動）を活用して、まずは

地域における教育関係者、教育関係団体のそれぞれの立場を理

解していくことからはじめ、最終的には「教育」を地域が支え

るようになることが目的です。（地域支援本部、コミニティー

スクールなどありますが、形にこだわらず、地域に開かれた学

校になれば成果です。）その具体的な手法を実際に運動してい

くとともに、熟議という手法を通してＪＣ、地域が学校運営に

協力できる仕組みを推進していきます。

実施までの流れ

プログラムの流れ

徳溢れる心醸成会議
第 3小委員会

現在の課題の討議
第1ラウンドで課題になった

解決策を討論

付箋紙に議題に関する課題を
端的に記入

明確になった課題に対する
解決策を付箋紙に記入

ファシリテーターの進行で
付箋紙を模造紙に貼る

ファシリテーターの進行で
付箋紙を模造紙に貼る

各テーブルごとに発表 各テーブルごとに発表

ファシリテーターが
課題を整理

地域が支える教育の
仕組みって

課題の抽出 各テーブルごとの行動宣言

第 1ラウンド終了 課題解決に向けた総括
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